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1　は　じ　め　に

これまで岩手県における復元田水稲栽培技術を順次報告

してきた。近年，異常気象等による政府米不足の情勢から

復元田の面積も増加している。復元田は土壌条件と水稲生

育が連作田と大きく異なるため，その特徴を理解し，適切

な管理を行う必要がある。そこでこれまで報告した内

容1〉‾8）と，その後新たに得られた知見を総合化し，「復元

田の水稲栽培管理マニュアル」として平成3年度に岩手県

での普及奨励に移した。今回はその内容について報告する。

2　復元田の特徴

復元田は一般に連作田よりも作土が深く，地力窒素発

現】）と土中酸素が多く4），遺元の進行が遅い。そのため水

稲板の活性が下層まで高く，養分吸収や生育量が大きい。

このため水稲多収が可能な条件を期待できる3）。付随的に

は，水田雑草が少なくなり，畑作物の連作障害回避にも有

効である。しかし次のような問題点がある。

畦畔漏水や地下浸透が大きいため水持ちが悪い3）。転作

年数が長いはど耕盤が不明瞭となり，代かきが困難になる。

代かき後作土が硬くなるいつき現象がみられる8）。一般に

生育旺盛なため倒伏しやすく，玄米蛋白が増加しやすい。

地力は前作物の種類と管理方法によって大きく異なる。牧

草跡では有機軌こよる障害を受けやすい7）。黒ポク土復元

田では赤枯れが発生する場合がある。

3　復元田栽培管理の基本

栽培品種としては．土壌が高肥沃のため，耐肥性，耐病

性（いもち病）の高い品種が適する2日）。

漏水防止のために畦畔補修．代かきを丁寧にし，田面の

均平化を図る。代かき法は排盤の破壊程度により異なり，

転換畑時代にプラウ深耕等で耕盤が完全に破砕されている

場合は，代かき前の均平作業とブルドーザーによる床締め

が必要となる。それ以外では通常の代かきで対応できる。

いずれの作業でもいつき現象がみられる烏）。

中干しや間断謹概は漏水防止のため基本的に行わない。

しかし牧草跡で有機酸の障害がみられる場合や，野菜跡な

どで初期生育が過剰な場合は，漏水防止を犠牲にしても中

干し，間断潅漑で調節する7）。

地力窒素発現が大きいため施肥窒素を減らす。この場合，

黒ポク土より沖積土で減肥を大きくする。しかし禾本科牧

草や地力増進作物跡地では，多量の有機物が触込まれてい

るため初期窒素の取り込みがあり，減肥率をやや弱める。

堆厩肥は無施用が基本である。しかし漏水の大きい砂質

土では有効な場合もあるので半量内の施用とする7）。

追肥は栄養診断により実施する。しかし中後期の地力窒

素発現が多いため控え目に行う。また赤枯れ発生時は早め

の中干しと，PK（成分約4kg／10a：6月下旬）及びNK

追肥（成分約2kg／10a：7月上旬）が有効5）。

稲の株当り生育量が大きいため，栽植密度を2－3割減

らす（株間を遠くする）2）6）。

稲体の抵抗性は連作田より高まると考えられるが．中期

以降の地力窒素発現が大きい場合はいもち病感染のおそれ

があるため，薬剤防除は連作田並に実施する。

多年生の水田雑草は連作田より少なくなるが，種子発生

雑草が残るため．除草は一年生雑草を主体に行う。漏水も

大きいため除草剤使用は体系処理とし，薬害の少ないもの

を選ぶ。

復元2年目以降は地力窒素発現も初年目よりも低下し】’．

連作田並の通常管理で対応できる。

4　前作物の違いによる管理の目安

1）牧草跡：ルートマットの新鮮有機物が多量に土壌中

に鋤込まれ，施肥窒素を取り込みやすい。その分解にとも

なって水稲根に障害を与える有機酸が発生し，初期生育が

抑制される。生育後半に窒素が後効きし．徒長，倒伏につ

ながる危険性が高い7）。そのため，基肥窒素は初期窒素取

り込みを考慮して減肥率をやや弱め，中干しや間断確漑な

どをこまめに行い，有機酸の除去を行う7）。

2）麦跡：分解しにくい麦梓が触込まれているため．土

壌中の有機物含量が比較的高く，窒素が後効き傾向となる○

水稲生育の特徴は牧草と大豆跡水稲の中間的であり，施肥
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や水管理も中間とする。粘質土では中干しを実施する。葉

色が大豆跡より高いため追肥は控え目とする。

3）大豆跡：大豆根により耕盤に孔が開き，漏水しやす

い。鋤込まれる作物の残敵ま量も少なく質的にも分解が早

く，生育初期に吸収される。漏水防止のための代かきを丁

寧にし．排水不良な重粘土以外では中干しや間断潅漑は行

わない5）。水稲生育は初期良好で肥料の切れも早く，生育

中期には葉色がさめやすいので．追肥が重要となる。

4）野菜跡：前作の堆痕肥と窒素施肥量及び栽培回数の

増加により地力が高まる。果菜類跡地では疎櫓かつ無肥料

とし，いもち病防除も徹底する。無肥料でも初期生育が過

剰の場合は中干しで調節する。薫，根菜類の野菜跡地でも

耐肥性や耐病性の弱い品種を植える場合は無肥料かつ疎値

とする6）7）。

5）自己保全管理及び粗放管理田：排水不良田では連作

田に近くなり，水田雑草が多い場合は通常の多年生雑草防

除が必要になる。乾燥程度の大きい圃場（排水良）で畑雑

草が多い場合は牧草並，少ない場合は大豆並の性質と考え

られる。

5　岩手県における主要品種の栽培管理の目安（表）

以上の内容を岩手県における主要品種について当てはめ

表　前作物別復元初年目水稲栽培管理の目安

前 作 物

⊂】U口

種

基N 基 P K 堆肥 裁
植

中干し追肥N
沖 火 沖 火 砂 枯 砂 粘 沖 火
穣 血 積 山 質 質 密 質 質 碩 山
土 灰 土 灰 土 土 度 土 土 土 灰

牧　　 草
サ 無 ㌧ 無 ㌧ 無 無

20

30
％
滅

△ ◎ ㌧ ㌧
あ 無 ㌧ 無 ㌧ 無 無 △ ◎ 悠 ㌧
た ㌧ ％ 無 ㌧ 無 無 △ ◎ ㌧ ㌧

麦
サ 無 ㌧ 無 ㌧ ㌧ 無 △ ○ ㌧ ㌧
あ ㌧ ㌧ 無 ㌧ ㌧ 無 △ ○ ㌧ ㌧

た ㌧ ㌔ 無 ㌧ 抜 無 △ ○ ㌧ ㌧

大　　 豆
サ 無 ㌧ 無 ㌧ ㌧ ㌧ × △ 1 1
あ ％ ㌧ 無 ㌧ ㌧ ㌧ × △ 1 1
た ㌧ ％ 無 ㌧ ㌧ ㌧ × △ 1 1

野　 菜
（糞根菜）

サ 無 無 無 無 無 無 △ △ 無 無
あ 無 ㌧ 無 無 無 無 △ △ 無 無
た ㌧ ㌧ 無 無 無 無 △ △ 無 無

自己保全
管理 ・粗
放管理田

サ ㌧ ㌧ 1 1 1 1
通
常

△ ○ 1 1
あ 悠 ㌧ 1 1 l 1 △ ○ l 1
た ㌧ ㌧ 1 1 1 1 △ （⊃ 1 1

注1）自己保全管理・粗放管理田の目安は参考

で，実際の作付に当たっては前歴による対応を
考える。

2）品種記号は次のとおりである。

サ：ササニシキ，あ：あきたこまち，
た：たかねみのり

3）中干し記号は次のとおりである。

◎：重点実施，○：実施．△：一部実施，
×：実施しない

4）無，兄．蟻，1は各々無施用，通常の兄．兄，
通常通り施用。

栽培管理の冨安を以下のように作成した。倒伏，いもち病

を考慮し，特に減肥基準を大きめに設定した。

6　ま　と　め

復元田はその前歴による影響を大きく受けるため，地力

が圃場によって大きく異なり，水稲生育も異なる。しかし

その特徴を活かせば多収を期待できる。そのため前歴を十

分把握して栽培管理を行うことが重要である。
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